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「ＶＯＤＡｆＯＮＥ」 
目次 
問題提起 
１．グラフ１（減少し続けるボーダフォンの市場シェア） 
現状分析 
１．グラフ２（１０代に強い au、全般的に強いドコモ）  
２．グラフ３（ボーダフォンから他社へ変更したいユーザー） 
原因分析 
１．会社の体質→インフラ整備の遅れ、機種のバラエティの少なさ、ターゲティングをで

きていない。 
政策提言 
１．ＴＶの見られる携帯（３Ｇ） 
２．グラフ４（年代別ユーザーの求めているもの→ＴＶ） 

 
ＮＴＴドコモと au はシェアを市場拡大、シェアを伸ばし続ける一方、ボーダフォンは衰退

の一歩をたどっている。特に２００５年に入ってからは、台数の減少が続く。 
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ボーダフォンは他社に乗り換えたいと思っている顧客を多く抱えている。 

 

au は１０代と５０

代に特に強く、ドコ

モはすべての年齢

層でシェアを広げ

ている。ボーダはタ

ーゲットをしぼれ

ておらず、シェアも

少ない。 
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本社の締め付けが強い

日本市場に適した端末を出すこと

ができない（ターゲティング不足）

顧客の減少

過剰な新規ユーザー獲得のこだわり

既存ユーザーへのサービスがないがしろ 

料金プランの実質値上げ 機種変更の料金の高さ 

顧客の減少

① 
３Ｇでのインフラ価格

の遅れ（特に屋内） 

② 
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平均をとると、テ

レビ機能を欲しが

っているユーザー

が３６．５%でト

ップ。他は順に、

おサイフケータイ

（２６．９）、着う

たフル（２５．０）、

その他（１１．７）。

図のような需要のあ

るコンテンツを含む

サービスを提供すれ

ば、ＴＶの見られる

携帯として、シェア

が広がるのではない

か。また、２００６

年 度 に む け て 、

sharp と共同で地上

デジタルテレビ放送

を受信できる端末の

開発が進んでいる。


